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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　豆科植物の根作こついては是迄，多くの研究者によって可成り多数の報告炉なされすこが，落花生。

に嗣する報告は，極めて紗いのでゞ筆者等が文部省科学研究費補助の下に，･風花生の根瘤について

行っ仁研究の一部を報告し度い。なき本研究の遂行に当り謳留茂富君の助力を得すこ事に対しi深く

謝意を表したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ材料及び方法

　供試材料は高知大学農学部の作物見本園に栽培されすこ落花生の根部であって, Bouin氏液で固定

し, Haidenhain氏鉄明皆ヘマ'ﾄ午シリン法によって染色し7こｏ嶮鏡材料の厚さは10～20μである。。

肯お比較のために新鮮な材料について･も嶮鏡しす二。　ダ

　　　　　　　　　　　　　　　　フ　実験成績゜

　●　　”　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　ｄ　(１)根瘤の形状　落花生の根瘤は附ｈ球状を呈し，その直径は普通2～３ｍｍであるが，大なるも

のは５ｍｍに迪するものがある。　　　　　　　　　　　　　し

バ2)根瘤形成の場所　豆科植物の根瘤は先づ最初に，根の内部の組織加分裂増殖し，それ炉次第'

に発育して根の外部に現わ,れ･途に根瘤を形成するに至る･ものであるが･多く(?)豆科核物ト於ては

根瘤形成の場所加一定して居ない。然し乍ら落花生に鳶゛いては，分根の根元近くに形成される場合

が甚だ多い。例えば第１図は落花生の根の二部であるが，それによ'れば根瘤は,･すべて分根の基部，

に着生して居るｏ　　　　　　　　　　　　　＼，

　(3)根瘤の発育　豆科植物の根瘤は，根瘤菌の侵入によって発育すると言われて居る炉，落花生。

の根瘤の発育状況を調べると，第２図に示すように，分根内の基部附近iこある皮暦の細咆が，根瘤

菌の侵入により分裂を始め,｀それ炉次第に増殖し七途に，根瘤を形成するに至るも･ののようである。。

　落花生の根瘤は発育の当初は，多角形の細咆で満たされ，処々に細胞分裂が認められる炉(第３

図)，発育炉進ひにっれて細胞の形炉大きくなると共･に，今迄多角形であっすこ細胞は，やや丸味を

愕びるに至り，それと前後して細胞内に室胞が現われる(第４図)。　　　　　　/

　(4). Bacteroid　落花生の根瘤菌は根に侵入しfこ当初は，互に遊離して細胞内に存在するが，根1

瘤が次第に発育して，今迄多角形であっ仁根瘤細胞炉やや丸味を帯びるに至れば。根瘤菌は数個乃

至数十個相集り，小似ヽ球の中に入り，綾状の集團となる。　これは多分Bacteroid時代であろう

　(第４，６及７図)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　多くの豆科植物の根瘤菌はBacteroid時代4こ入ると，其の形がやや大きくなり，或は屡々，分･

枝状を呈し変形するものである加,｡落花生の根瘤のよ･うにBacteroid時代に於て数個以上相集り，'

球状の集團を形成するものは甚だ稀れである。

　(5) ii酸石友　落花生の根瘤は，その皮晋部の細胞内に･，可成り沢山の修酸石女の結晶を含んで｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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　居るぐ弟５図）。これ等の結晶はすべて柱状となって細胞内に横7こわり，恰も細胞内の支柱の如き

　ﾆ観をなして居るｏ

　　落花生の根瘤の皮暦部の細胞炉，柱状の修酸石次の結晶をやや多量に含んでいるのは，或はそれ

　･によって細胞に彊さを輿える篤ではなかろ’うか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　　　議

　　（1）根瘤菌の侵入　従来の研究によれば，根瘤菌の豆科植物の根に侵入する経路について，次の

　｡ような３つの場合があると報告されているｏ

　　（Ａ）表皮細胞より侵入する場合　　これは根瘤菌炉根の表皮細胞を破って，直接根の内部に

　･侵入する場合であるｏ

　　（乃）　表皮の損傷部より侵入する場合　　･これは根の表皮の損傷しす二部分を通じて，根瘤菌が

　根の内部に侵入する場合である。一般に根加側根或は分根を出す場合に｀，これ等の側根或は分根は

　｀母根の表皮を破って，外に出なければならない。従って根瘤菌炉斯かる機会を捕えて，根に侵入す

　る事は厄々起り得ることであろ･う。　　　　　　　　　　・

　　（Ｃ）根モより侵入する場合　　根瘤菌は多くの場合，根毛の先端又は側面から根に侵入する

　｡と言われて居る。

　　以上の様に根瘤菌の根に侵入する径路は３つあると言われて居る｡炉，今回の研究によれば，落花

　一生においては，側根或は分根の基部に根瘤の形成される場合が非常に多い。これは多分，側根或は

　一分根の発生によって生じずﾆ根の表皮の損傷部から根瘤菌が根の内都に侵入し，更らに進んで，分根

　の基部附近にある皮暦内に入り，そこで細胞分裂を促し，途に根聡の発生を見るに至っ北ものであ

　ろうｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　(2) Bacteroid　落花生の根瘤菌炉ＢａＣtｅｒoid｀時代に於いて，何故，小さい球の中｡に集合するか

　その理由は不明であるが，根瘤菌が球の坤に集合す｡ることと，根瘤菌のμ素固定作用との間に，何

ご等かの間係が存在ずるものではなかろうか。　　　７　，。

　　ま7二球の発育の模様も不明である加，恐らく始めは根瘤菌の分泌物によって，根瘤菌の周りに

　･形飛されるに至っ仁ものではなかろうか。　著者等ぽ研究上の便宜の7こめに，かかる球を仮りに

　"Bacteroid球と名づけることにしすこ。

　　Bacteroid球は一般に，その直径3μ内外あり，その内部に数十個の根瘤菌を戴して居るが，稀れ

　･に直径1μ以内で2～3個の根瘤菌を含むに過ぎないものもある｀。

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　摘　レ要

　　（1）落花生の根瘤は略し球状を呈し，その直径は普通2～３ｍｍであ乙炉，大なるものは5niin

　‘に達するものがある。･　　　　　　　　　　　　　　I･

　　（2）落花生の根瘤菌は分損によって損傷された母根（主根）｡の表皮から先づ，母根（主根）内に

　農人し，次に分根の皮警部に侵入して，根瘤を形成する場合炉非常に多い。

　　（3）落花生の根瘤菌はBacteroid時代に入ろと，集って小さい球を作るｏ’この球を仮りにBac-

ﾌﾞteroid球と名づける。 Bacteroid球は普通その直径3μ内外あり，そ｡の中に数十個の根瘤菌を含む。
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　　　　　　ご　　　　　　　　　　圖　説　明

　第１図，第５図及第７図は新前な材料について写生及楡鏡したものであるが，゛その他はす'べてI. Bouin氏液で固

淀し1 Haidenhain氏鉄明騨ヘマトキシリン法によって染色後，接鏡じたもめであるｏ

　第１図，落花生の根の一部・根瘤は何づれも分根の基部に着生して居乱

　　　ｍ．主眼．　ｌ．分根．　　ｒｎ．根瘤．

　第２図，根の一部横折．約50倍．根瘤は分恨の皮脂印こ発育する。

　　　ｐ．飾艦　Ｉ．分根. lc.分限の皮脂.　rn. 根瘤の初期．　ｍｃ．主根の皮暦．　ｅ．内皮･．χ．木部．

　聾３図，根瘤の組織(発育の初期)，約350倍．細胞は多角形で，処々に細咆分裂が見える．　　　　　／

　　　ｉ．感染細胞．　ｎ．核．　ｂ．根瘤菌．

　貪４図，根瘤の組織(発育の後期:)．約350倍．細胞は肥大し，やや丸眼を帯び，根瘤菌は球状の集團となる。

　　　be. Bacteroid細胞．　ｎ．核・　．・．空胞．

　第５図，根瘤の皮脂内の葎鼓石灰．約25⊃倍.

　　　CO. mM石灰.　be. Bacferoid MS-

　賃･6図, Bacteroid細咆．約1003倍．細胞は根瘤菌の球状の集ぽで満たされて居る。

　　　ｎ．核.　bb. Bacteroid球．　ｖ．璽胞．　　　　　　‥

　第７図, Bacteroid球．約3003倍．数十個の根瘤菌が集って１クの球を作るｏ

　剪８図，根及根服の横断面.約66倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　ｖｂ．維管東．　ｉ．感染組織．　ｃｍ．根の皮脂.　ｃｒ.根瘤の皮贋･　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　(昭和27年10月31日受理)

（３）
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Studies on the root nodules of peanut. I

　　　　by　Ch6y6 INOUYE and Kazumi Maeda

iPlai･Ｚ&,･。eding lab。ｒaZ。り，ｊｇ,･必�Zな,･eFaculty Kbchi Uがversity)

　The root nodules of peanut are somewhat spherical in shape and 2―3mrn in diameLer,.

　The nodule bacteria enter the root cortex of peanut　through the broken　epidermis-

at the point where the lateral root has issued ａｎｄ、then enter the cortex of the lateral

root to develop the root nodule.　　　　　　‘｀　　、　　　　　　　・

　At the stage of bacteroid、the nodule bacteria are found to unite into ａ small、

spherical group forming ａ bacteroid-ball. The bacteroid-ball is 2－3μin diameter and-

contains usually scores of bacteria.

EXPLANATION･ OF FIGURES

　Fig.l. A root of peanut. The root nodule is formed at the base of こｈｅlateral root.、

　　　　m. Main root.　1. Lateral root.　rn. Root nodule.

　Fig.2. Cross section of ａ root. χ50. Root nodules　develop in the cortex of the-

lateral root.

　　　　p.phloem. 1. Lateral root.　Ic. Corteχ of lateral root.　rn. Root nodule.、

　　　　me. Corteχ of main root:.　e. Endodermis、　χ.χylem.

　Fig.3. Root nodule tissue. Early stage of development. X350.

　　　　i.Infected cell.　n. Nucleus.　b. Bacteria.‘.　　　j

　Fig.4.　Root nodule tissue. Late stage of develop地色ｎt.χ350.

　　　　be.Bacteroid cell.　n. Nucleus.　V. Vacuole.

　Fig.5. Crystals of calcium oxalate in the cortex of root nodule‘ χ250.・

　　　　CO.Calcium oxalate.　be. Bacteroid cell.

　Fig. 6. Bacteroidal cell. χ1000. The cellis､filled with bacteroid-balls.

　　　　n.Nucleus.　bb. Bacteroid-ball.　V. Vacuole.

　Fig.7. Bacteroid-ball.χ8000. The ball contains scores of bacteria.

　Fig. 8. Cross section of ａ root with a root nodule.χ66.

　　　　vb.Vascular bundle.　i. Infected area.　cm. Gortex of root.　cr. Corteχ of

　　　　rootnodule.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ReceivedOctober 31、1952)
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